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「緑の政策」および所得補償政策＋環境直接支払

2025/10/24

欧州（特にEU）の制度整理
・EUの直接支払政策は、価格支持から「所得補償（デカップリング）」へ
移行し、環境支払い（eco-scheme/グリーン支払い）が導入されています。

・緑の支払い（環境型）は面積基準で有機農業や環境配慮取組を特に優遇
（追加給付）し、生産過剰対策かつ環境保全政策として機能した。

・黄色の支払いは収量ベースや品目連動、緑の支払いは面積ベースで有機
農家に有利に設計されました。
結果として、有機/環境型農業への移行が活発化しました。



「緑の政策」および所得補償政策＋環境直接支払
シミュレーション例

2025/10/24

緑の政策案

小麦（中力品種）

現状（数量重視） 品代 企業負担 数量払 面積払 環境支払 平均収量 反収

慣行栽培 3,000 6,500 9 85,500

有機栽培 3,000 6,500 14,000 5 61,500

アグリ契約（有機） 3,000 5,000 6,500 14,000 5 86,500

※企業負担分が販売価格に反映される。現状高すぎて市場が拡大しない。

面積重視案 品代 企業負担 数量払 面積払 環境支払 平均収量 反収

慣行栽培 3,000 3,200 30,000 9 85,800

有機栽培 3,000 2,000 3,200 30,000 20,000 5 91,000

※引き続き企業も有機を付加価値として販売努力を行う

大豆（小粒2等）

現状（数量重視） 品代 企業負担 数量払 面積払 環境支払 平均収量 反収

慣行栽培 7,500 9,500 5 76,500

有機栽培 7,500 9,500 14,000 3 65,000

アグリ契約（有機） 7,500 10,500 9,500 14,000 3 96,500

※企業負担分が販売価格に反映される。現状高すぎて市場が拡大しない。

面積重視案 品代 企業負担 数量払 面積払 環境支払 平均収量 反収

慣行栽培 7,500 6,000 15,500 5 76,250

有機栽培 7,500 3,000 6,000 15,500 20,000 3 85,000

※引き続き企業も有機を付加価値として販売努力を行う



有機農業推進の環境合理性

2025/10/24

・化学肥料（特に窒素肥料）の99%が海外依存であり、
脱化学肥料＝輸送コスト及びエネルギー削減・資材自給率向上。

・有機栽培は腐植を増やし炭素貯留、CO2削減や保水力アップ
土壌浸食抑制に貢献。

・資材などの外国依存の減少は持続的な食糧安全保障にも寄与。



有機農業推進に向けた整備

2025/10/24

転換期間、設備、有機認証取得の改善

・有機転換期間中の補助（2年目も対象または販売差額補填）により、
転換期のリスク緩和→有機増加加速。

・転換初年度以降に新規に有機転換する圃場も補助の対象とする
・有機施設や機械の補助（乾燥・選別・倉庫設備、分別・清掃・台帳管理費
の実費補助）は、流通規模/需要増を支える要件（現状約2倍のコスト増）

・有機JAS認証取得費用を公費負担とし、障壁軽減。



栽培体系と輪作支援

2025/10/24

大規模の有機生産支持策として、
・小麦→大豆→休閑緑肥の3輪作＋資材・労力大幅削減の具体例
休閑緑肥（土壌改良）の面積補助40000円/反を有機限定で手厚く適用し、
従来の加算（14000円/反）と差別化。
※本州は有機米の裏作による有機小麦増産で国内穀物供給力を増やす。

波及効果
以上が実現すれば有機主要穀物の増産・流通拡大・コスト低減・消費増の
好循環が期待できる。
有機納豆・豆腐・味噌・醤油・パン等の有機加工食品供給増へ発展。



次世代に健全な土壌を紡ぐパン職人達

The boulangers creates healthy soil for 

the next generation.

活動報告
リジェネラティブ・ベーカリー



地中深くまで根を伸ばし土壌を耕す

輪作品目が増えることで土壌のバランスが良くなる

麦粒以外を畑に返したり、たい肥との交換などで循環できる

農薬や化学肥料に頼らず栽培できる

過酷な条件でも栽培できる

土壌を健康にする最高の作物として

多くの生産者が作付に意欲を見せる！

「しかし在庫が増える一方…」

リジェネラティブアクション

Phase１.ライ麦の可能性



「生産地だけでは
どうにもならない…」

育てる人、つくる人、食べる人
で次世代に健全な土壌を

継いでいくことを
One tableで考える場を
つくれないだろうか

小麦ヌーヴォーで生まれた
つながりを通じて



2025/10/24

東京農業大学 代田キャンパスにて RBライ麦シンポジウム

全国から集まった11名の有志

シェフたちがライ麦の拡大の

ために開発した11種のパンを

試食し、議論を交わす場

2023年10月



2025/10/24

サステナアワード2023 受賞



リジェネラティブ・ベーカリー
プロジェクトの誕生

次世代のために土を育てるパン職人たちの輪を
広げるプロジェクト

環境再生型農業（リジェネラティブ農業）で育まれた農産物を、
パンづくりに取り入れることで、健全な土づくりや生物多様性の保全に
つながる――そんな農業の在り方を応援したいと願うパン職人さんた
ちが、少しずつ全国に増えていく

「未来の土を育てたい」「子どもたちの健康を守りたい」という想いを
共有するベーカリーのつながりが、地域ごとに広がっていく。そして、そ
れに呼応するようにリジェネラティブ農業に取り組む生産者も増えていく

そんな、パン職人と農家が想いでつながり支え合う“良い循環”を
生み出すプロジェクトです



2025/10/24

リジェネラティブアクション
Phase.２ 本別町石臼挽き地粉

本別町石臼挽き地粉
ベーカリーシェフとのつながりと対話を大切に
10年間小麦ヌーヴォーの主要生産者として
活躍されている本別町のとくら農場・小島農場
佐藤農場限定のきたほなみを石臼挽きした地粉

①化学農薬の使用 43.3％減 （3件平均） 達成率 86％
②化学肥料の使用 39.9％減 （3件平均） 達成率 100％
③ネオニコチノイド系農薬 不使用 達成率 100％
④有機質たい肥の施用 ⑤小麦の後作緑肥の施用



リジェネラティブアクション
Case３:デンマーク×ロブロ×ライ麦

『ロブロ（Rugbrød）教科書』の出版、デンマークから日本へのライ麦

文化の普及活動に取り組む、くらもとさちこ氏との協働により、ベーカ

リー業界に多大なインパクトを与えることに。
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リジェネラティブアクション

Phase４.転換期間中有機小麦の普及

持続可能な農業の実現、高コスト農業

からの脱却を目指し、有機転換する

生産者が増えています。

1988年～2021年度まで 25軒

2022年度～2024年度で26軒

合計約285haが有機栽培に転換

栽培技術、認証取得、流通に関しては

アグリシステムのフィルドマンがサポート



転換期間中有機小麦の課題

流通上の課題

・規格として中途半端

・表示規制があるため、「転換期間中」単体では販売しずらい

・安定供給ができない（転換期間中は２年間のみで、毎年転換する人数は変動）

・価格設定も難しい（「特別栽培」以上「有機栽培」未満）

・メーカーや消費者の認知度が低い（特別栽培より下だと勘違いしがち）



転換期間中有機小麦を使った新商品の発売

「転換期間小麦が普及しないとオーガニックが広がらない！！」
転換期間中有機小麦粉商品を新発売
①トイピリカ（ゆめちから・はるきらり・キタノカオリ）
②きたほなみ



2025/10/24

転換期間中有機大豆採用事例

関西 生協様 味噌
九州 生協様 納豆
四国 醤油メーカー様 醤油
関西 卸メーカー様  きな粉
中部 味噌メーカー様 味噌
関西 大豆加工メーカー様 大豆ミート
など21社が販売を開始

転換期間中有機農産物を積極的に利用することでオーガニック普及を
応援する「転換有機ポジティブキャンペーン」の実施



おかげさまで、2024年度は全国各地の175名のパン職人の方々にご参加いただきました。

RB勉強会in 中部 RB勉強会in 九州 RB勉強会in 四国RB勉強会in 関西

RB勉強会in 関東 RB勉強会in 北海道 RB勉強会in 東北

リジェネラティブアクション
Phase５.リジェネラティブベーカリー勉強会全国開催



2025/10/24

リジェネラティブベーカリー参加店を取材
パン屋さんを巡る旅メディア「パンめぐ」さんでご紹介
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